


































TEFAF Art Market Reportによると，2015
年の世界のアート市場の取引総額は638億US
T O P I C S
アート・マーケティング
－コレクターのモチベーションを分析する－





































































　　　出典）Arts Economics（2016）「TEFAF Art 
Market Report」より筆者が作成
図１　過去10年の世界のアート市場取引総額（単位10億USドル）
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チ ベ ー シ ョ
ン」となって
います。
もちろん，
年収が高いほどアート作品を購買するのです
が，「個人年収」は相対的に重要度が低いこ
とが分かります。さらに最も「購買力」への
影響力が大きい「アーティストとの関係性希
求」がどのような要因から構成されているか
というと，重要な要因は「購買時の情報源の
多様性」と「作品制作過程へのコミットメン
ト」であることが分かります。
すなわち，「購買時の情報源の多様性」と
いうのは，インテリ型のアート・コレクター
がアート作品の購入を検討しているときに，
ギャラリーからのダイレクトメールといった
従来の方法からアーティストやアート作品の
情報を得ることに加えて，ソーシャル・メデ
ィアなどを使ってさらに詳しい関連情報を提
供することで複数の情報源による多様性が高
まり，アート作品の購買に結びつくことが予
想されます。また，「作品制作過程へのコミ
ットメント」というのは，アート・コレクタ
ーのなかには，自分好みのアート作品をアー
ティストに作ってもらうように依頼したり，
アーティストのアトリエやスタジオを訪問し
て，制作途中の作品に対してコレクター個人
の意見を伝えたりすることがあります。
これらのケースのように，アート・コレク
ターとアーティストとの深い関係性を構築し
ていくことによってアート作品の購買力が高
まることが示唆されています。
上述の通り，インテリ型のアート・コレク
ターがアート市場を牽引しており，また，共
分散構造分析の結果から，彼らの購買力を高
める方策についても方向性を示すことができ
ました。しかしながら，インテリ型は現状の
アート・コレクター全体の13％しか存在せ
ず，また，日本の全人口に換算すると0.67％
ほどにしかなりません。したがって，今後の
日本のアート市場の規模をさらに拡大させて
いくためには，このインテリ型のアート・コ
レクターを増やしていく必要があると考えら
れます。
我々は，インテリ型のアート・コレクター
の人数を増やす方法のひとつとして，他のタ
イプのアート・コレクターをインテリ型に変
えることが可能だと考えています。特に，ア
ート・コレクター全体の25％と２番目に数が
多く，比較的若年であり，アート・コレクタ
ーとしてまだ初心者である未成熟型のひとた
ちをインテリ型へ導くことが有効な施策にな
ると考えています。したがって，我々の研究
の次のステップとして，現在得られているデ
ータを基にして，未成熟型をインテリ型に転
化させるためのマーケティング施策を検討
し，実際に実施をしてそれらの有効性を検証
することを目標として取り組んでいます。
図５　インテリ型のアート購買プロセス（標準化パス係数）
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